
三番瀬再生実現化推進事業の検討における論点について 

 

１ 再生会議からの検討指示 

第２４回三番瀬再生会議（平成２０年６月１３日（金）開催）において、大西会長

から、三番瀬再生実現化推進事業に係る事項について、三番瀬評価委員会にて検討を

行うよう指示があった。 

 

２ 三番瀬再生実現化推進事業に関する検討事項 

前回（第７回）評価委員会で整理された検討事項は以下のとおり。 

① 試験案の実施による周辺環境への影響について 

② モニタリングの手法についての意見 

③ 実験方法についての助言 

 

３ 前回（第７回）評価委員会での主な意見等 

項目 委員発言要旨 県の考え方 

試験計画案１ 

塩浜２丁目護岸前

面における生物試

験（完成護岸前面） 

望月委員 

生物試験の試験期間は５年程度必要で

はないか。 

 

試験計画案２ 

塩浜２丁目護岸前

面における生物試

験（市川市所有地前

面） 

蓮尾委員 

低塩分・シルト質の状況での生物試験

は、市川市所有地前面よりも猫実川の内部

で行ったほうが、より対照がはっきりする

のではないか。 

望月委員 

猫実川の試験は必要である。 

また、生物試験の試験期間は５年程度必

要ではないか。 

 

本試験案は、海域での干潟的

環境形成を検討することを目的

としており、護岸前面で実施す

ることを前提としている。 

猫実川での生物・砂移動試験

については、現在、実現化検討

委員会で検討中である。 

試験計画案３ 

塩浜２丁目護岸前

面における砂移動

試験 

吉田委員 

護岸前面西側の試験の場所は、護岸改修

事業モニタリングの対照測線と近いが、影

響について配慮されているのか。 

望月委員 

場の設定が実験条件と合っているのか

を確認していただきたい。 

 

護岸改修事業の担当課とよく

調整し、砂移動試験のポイント

を決めていきたい。 

（資料６参照） 

試験計画全般 

 

清野委員 

技術的な問題点の洗い直しが必要では

ないか。 

具体的には、塩浜護岸改修の調査で代用

できる項目もあるのではないか。試験を実

施するのであれば、場所を変えたりクロス

オーバーの視点を入れていかないといけ

ないのではないか。 

 

 
 
 
 

資料 ２ 



項目 委員発言要旨 県の考え方 

望月委員 

試験で得られたデータの解釈をどのよ

うにするのか事前に検討する必要がある。

具体的な実験計画をつくる前に検討を

十分した上で予測を立てないと、実験にな

らないのではないか。その意味で、まだア

イデアの段階と思われ、これを来年度やる

のは厳しいのではないか。 

評価委員会の役割に

ついて 

 

細川座長 

評価委員会の役目としては、提示された

計画案で、何がわかり、なにがわからない

のかを整理して計画者に伝えることがあ

る。 

また、計画案の必要性、試験箇所の妥当

性についての議論をするのではなく、示さ

れた計画案で得られる成果等について、計

画者に助言をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


